






1.研究目的

　先天異常児の出生頻度は高年令婦人に高いことが知られているが,特に染色

体異常に関してはその傾向が著しいとされる。そこで本研究では胎生初期人工

流産児にみられる染色体異常と母体年令との関連,ならびに Dowm 症候群(21 ・

トリソミー)の母休年令との関連についての検討を行ったのでその結果を報告

する。


